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、
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収
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典
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収
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典
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大
阪
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諸
士
系
譜
」）。

〔
注
〕
安
威
摂
津
守
の
子
に
、安
威
孫
作
が
い

る
。
八
左
衛
門
と
同
一
人
物
か
確
証
は
な
い

が
、以
下
に
事
跡
を
掲
げ
る
。
天
正
十
八
年
一

月
十
七
日
、興
福
寺
の
釈
迦
院
寛
尊
ら
は
年
賀

の
た
め
大
坂
に
伺
候
し
、秀
吉
以
下
関
係
者
に

礼
物
を
贈
っ
た
。
こ
の
う
ち
取
次
の
安
威
摂
津

守
は
留
守
だ
っ
た
た
め
、孫
作
に
銭
五
十
疋
が

贈
ら
れ
た
。
一
月
二
十
二
日
、寛
尊
が
年
賀
の

た
め
大
坂
城
に
登
城
し
た
際
は
、孫
作
が
取
次

を
務
め
た
（『
蓮
成
院
記
録
』）。
文
禄
元
年
三
月

二
十
日
、肥
前
名
護
屋
城
の
御
詰
衆
が
定
め
ら

れ
、孫
作
は
杉
原
伯
耆
守
、早
川
源
三
、石
川
仙
、

長
束
藤
三
、別
所
孫
三
郎
、木
下
半
介
、徳
法
軒

道
茂
、白
井
善
五
郎
と
と
も
に
一
番
手
に
属
し

た
（「
高
橋
義
彦
氏
所
蔵
文
書
」）。
慶
長
元
年
四

月
二
十
七
日
、秀
吉
が
伏
見
の
長
宗
我
部
元
親

邸
に
来
臨
し
た
際
、相
伴
衆
伊
達
政
宗
の
配
膳

を
務
め
た
（『
南
路
志
』）。

青
木
市
左
衛
門

　あ
お
き
　

い
ち
ざ
え
も
ん

伊
勢
国
員
弁
郡
北
山
田
の
笹
尾
城
主
青
木
駿

河
守
安
豊
の
長
男
。

天
正
年
中
、信
長
の
侵
攻
に
よ
り
笹
尾
城
が

陥
落
し
、父
が
戦
死
し
た
た
め
、弟
二
人
と
と

も
に
、母
の
岩
田
氏
の
出
身
で
あ
る
桑
名
郡
安

永
村
に
浪
居
し
た
。

大
坂
の
陣
で
籠
城
し
、大
坂
七
組
の
堀
田
図

書
頭
組
に
所
属
。

落
城
後
、北
山
田
村
に
落
ち
延
び
て
郷
士
と

な
っ
た
。

寛
永
十
二
年
、桑
名
の
松
平
定
綱
に
仕
え
た

（「
桑
名
志
」）。

青
木
喜
右
衛
門
盛
俊

　あ
お
き
　

き
え
も
ん
　

も
り
と
し

近
江
国
蒲
生
郡
桐
原
庄
古
川
村
の
住
人
青
木

与
兵
衛
尉
義
員
の
次
男
。
青
木
与
左
衛
門
盛
次

の
弟
。
母
は
、成
田
下
総
守
氏
康
の
娘
の
定
。

父
の
義
員
は
、初
め
京
極
高
次
に
知
行
千
五
百

石
で
仕
え
、慶
長
五
年
の
戦
役
で
は
、中
村
一

栄
に
陣
借
し
て
出
役
し
た
。
慶
長
二
十
年
五
月

六
日
、七
日
、成
田
氏
宗
兄
弟
の
後
見
と
な
り
、

長
男
の
盛
次
を
伴
い
寄
せ
手
と
し
て
大
坂
に
出

陣
し
、自
身
も
首
五
級
を
討
ち
取
っ
た
。
帰
陣

の
後
、古
川
村
に
隠
居
し
た（「
青
木
氏
系
図
」）。

寛
永
九
年
、江
戸
で
山
内
忠
義
に
知
行
三
百
石

で
召
し
出
さ
れ
、馬
廻
を
務
め
た（「
御
侍
中
先
祖

書
系
図
牒
」）。
慶
安
元
年
三
月
二
十
九
日
に
高

知
で
死
去
。
享
年
八
十
二
歳
。
法
名
は
光
寿
院

殿
松
吟
徳
玄
居
士
。

青
木
盛
俊
は
慶
長
四
年
に
誕
生
。初
め
次
郎
、

弁
之
助
を
称
し
た
。

秀
頼
に
出
仕
し
、
小
姓
を
務
め
た
。
知
行

三
千
石
と
い
う
。
落
城
の
兵
火
に
紛
れ
て
京
都

に
逃
れ
、北
野
弁
財
天
の
別
当
光
善
院
に
潜
ん

だ（「
青
木
氏
系
図
」）。

慶
安
四
年
、山
内
忠
義
に
仕
え
、父
の
跡
目

三
百
石
の
う
ち
二
百
五
十
石
を
継
い
だ（「
御
侍

中
先
祖
書
系
図
牒
」）。

万
治
元
年
五
月
九
日
に
高
知
で
病
死
。
享
年

五
十
九
歳
。法
名
は
浄
見
院
殿
清
覚
宗
運
居
士
。

妻
は
志
村
五
郎
助
氏
秀
の
娘
。

八
男
四
女
が
あ
り
、次
男
の
青
木
与
兵
衛
尉

秀
盛
が
家
督
を
継
ぎ
、山
内
忠
豊
に
仕
え
た
。

寛
文
十
一
年
七
月
十
四
日
午
刻
に
死
去
。
享
年

三
十
二
歳（「
青
木
氏
系
図
」）。
子
孫
は
山
内
家

の
家
臣
と
し
て
続
い
た
。
家
紋
は
州
浜
、揚
羽

蝶
、鹿
角（「
御
侍
中
先
祖
書
系
図
牒
」）。

青
木
七
左
衛
門

　あ
お
き
　

し
ち
ざ
え
も
ん

木
村
重
成
組
に
所
属
。

慶
長
十
九
年
十
一
月
二
十
六
日
、今
福
口
に

出
役（「
高
松
内
匠
武
功
」）。「
林
甚
右
衛
門
正
治

書
上
」（「
大
坂
夏
役
戦
功
箚
子
」）に
、青
木
七
左

衛
門
は
渡
辺
内
蔵
助
組
に
所
属
し
、鴫
野
口
合

戦
に
出
役
し
た
と
あ
る
。

慶
長
二
十
年
五
月
六
日
、若
江
表
合
戦
に
出

役
。
平
塚
五
郎
兵
衛
の
指
揮
下
の
右
先
頭
に
属

禁
裏
御
普
請
帳
』）。

慶
長
十
七
年
七
月
五
日
、吉
田
兼
従
と
神
龍

院
梵
舜
が
大
坂
城
に
伺
候
し
た
際
、申
次
を
務

め
た
。
十
月
二
十
二
日
、神
龍
院
梵
舜
が
大
坂

城
に
伺
候
し
て
秀
頼
に
拝
謁
し
た
際
、取
次
を

務
め
た（『
舜
旧
記
』）。

十
二
月
よ
り
大
坂
諸
大
夫
の
一
員
と
し
て
禁

裏
普
請
助
役（『
慶
長
十
六
年
禁
裏
御
普
請
帳
』）。

慶
長
十
九
年
一
月
二
十
三
日
、西
洞
院
時
慶

ら
が
大
坂
城
に
伺
候
し
て
秀
頼
に
拝
謁
し
た

際
、石
川
貞
政
と
と
も
に
取
次
を
務
め
た（「
時

慶
卿
記
」）。
大
坂
に
籠
城
し
、人
数
を
預
か
り
、

度
々
敢
闘
し
た（「
中
川
家
寄
託
諸
士
系
譜
」）。

年
不
詳
五
月
五
日
付
で
、河
内
長
野
の
檜
尾

山
観
心
寺
の
年
預
に
宛
て
て
、「
端
午
の
御
祝

儀
と
し
て
両
種
二
荷
を
進
上
さ
れ
た
の
で
、（
秀

頼
の
）御
前
に
披
露
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、旧

冬
に
御
制
札
を
頂
戴
し
た
件
に
つ
い
て
も
詳
し

く
言
上
し
た
の
で
、ご
安
心
く
だ
さ
い
。
御
先

手
衆
へ
少
々
な
り
と
も
使
僧
を
遣
わ
し
、御
礼

申
上
げ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
今
般
、近
在
や

山
中
へ
放
火
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
ご
安
心
く

だ
さ
い
。
関
東
方
の
乱
暴
が
な
い
よ
う
、お
取

り
計
ら
い
が
肝
要
で
す
」と
い
っ
た
趣
旨
の
書

状
を
送
っ
て
い
る（『
観
心
寺
文
書
』）。
右
の
書

状
は
、内
容
か
ら
慶
長
二
十
年
に
比
定
で
き
よ

う
。慶

長
二
十
年
五
月
七
日
、
黒
門
口
で
戦
死

（「
中
川
家
寄
託
諸
士
系
譜
」）。

な
お「
玄
朔
道
三
配
剤
録
」に
よ
る
と
、慶
長

六
年
八
月
十
二
日
、七
十
歳
の
了
佐
は
、平
生

の
飲
酒
過
多
に
よ
り
眩め

ま
い暈
を
起
こ
し
、曲
直
瀬

玄
朔
に
受
診
し
て
い
る
。
右
よ
り
算
定
す
れ

ば
、天
文
二
年
の
誕
生
で
、慶
長
二
十
年
に
は

八
十
三
歳
の
高
齢
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

〔
注
〕
安
威
三
河
守
勝
宗
は
、天
文
三
年
、家
督

を
継
い
で
安
威
城
主
と
な
っ
た
。
元
亀
二
年
、

中
川
清
秀
の
幕
下
に
帰
属
。
天
正
十
二
年
、高

野
山
に
遁
世
し
て
宗
貞
と
号
し
、同
所
で
病
死
。

妻
は
下
間
玄
蕃
の
娘
。
子
孫
は
豊
後
中
川
家

の
家
臣
と
し
て
続
い
た
（「
中
川
家
寄
託
諸
士
系

譜
」）。

安
威
八
左
衛
門

　あ
い
　

は
ち
ざ
え
も
ん

安
威
摂
津
守
の
子〔
注
〕。
幼
年
よ
り
秀
吉
に

小
姓
と
し
て
出
仕
。
知
行
五
百
石
。

あ
る
時
、秀
吉
に
従
っ
て
屋
敷
内
を
見
回
っ

て
い
る
と
、茶
道
坊
主
が
茶
臼
に
も
た
れ
、涎

よ
だ
れ

を
垂
ら
し
な
が
ら
眠
っ
て
い
た
。
秀
吉
は
自
分

が
喫
す
る
茶
を
粗
末
に
さ
れ
た
こ
と
に
立
腹

し
、八
左
衛
門
に
正
宗
の
刀
を
授
け
て
成
敗
さ

せ
た
。
八
左
衛
門
が
斬
り
付
け
る
と
、坊
主
も

石
臼
も
真
っ
二
つ
に
な
っ
た
。
正
宗
の
刀
は
、

「
玄
翁
正
宗
と
称
す
る
よ
う
に
」と
の
言
葉
を

添
え
て
、そ
の
ま
ま
八
左
衛
門
に
与
え
ら
れ
た

（「
中
川
家
寄
託
諸
士
系
譜
」）。

次
い
で
秀
頼
に
仕
え
、
大
坂
七
組
の
中
島

式
部
少
輔
組
に
所
属
、知
行
千
百
石（『
難
波
戦

記
』）。
あ
る
い
は
人
数
を
預
か
り
、知
行
二
千

石
余（「
中
川
家
寄
託
諸
士
系
譜
」）。

慶
長
十
六
年
三
月
、
秀
頼
の
上
洛
に
供ぐ

ぶ奉

（「
秀
頼
御
上
洛
之
次
第
」）。

慶
長
十
九
年
、大
坂
城
に
籠
り
、城
北
警
固
の

寄
合
衆
の
一
人（「
諸
方
雑
砕
集
」）。
黄き

じ
な
い
さ
し
も
の

撓
指
物

使
番
を
務
め
た
。
年
の
頃
は
四
十
歳
余（『
土
屋

知
貞
私
記
』）。

落
城
後
、岳
父
の
中
川
新
兵
衛（
中
川
清
秀
の

末
弟
）を
頼
っ
て
、豊
後
国
直
入
郡
に
落
ち
延

び
、郷
中
に
隠
れ
忍
ん
だ
。
そ
の
後
、岡
城
下

谷
に
新
宅
を
与
え
ら
れ
、合
力
六
十
石
を
給
せ

ら
れ
た
。
蟄ち

っ
き
ょ居
の
後
、剃
髪
し
て
友
見
と
号
し

た
。
老
年
に
及
び
、秀
吉
か
ら
拝
領
し
た
玄
翁

正
宗
の
刀
を
、中
川
久
盛
に
献
上
し
た
。

正
保
五
年
一
月
十
四
日
に
死
去
。
法
名
は
心

了
院
友
見
。

妻
は
中
川
新
兵
衛
の
次
女
。
池
田
輝
政
の
家

臣
松
本
庄
左
衛
門
と
は
相
婿
。

娘
は
中
川
勘
解
由
景
吉
の
妻（「
中
川
家
寄
託

ご　注　文　書
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①大坂の陣で豊臣方に加勢した家臣、古参・新参の諸士、女房たち1,000名以上を収録した初
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基本となる文字組は、大きく
読みやすいフォントを採用
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ああ

諸
士
系
譜
」）。

〔
注
〕
安
威
摂
津
守
の
子
に
、安
威
孫
作
が
い

る
。
八
左
衛
門
と
同
一
人
物
か
確
証
は
な
い

が
、以
下
に
事
跡
を
掲
げ
る
。
天
正
十
八
年
一

月
十
七
日
、興
福
寺
の
釈
迦
院
寛
尊
ら
は
年
賀

の
た
め
大
坂
に
伺
候
し
、秀
吉
以
下
関
係
者
に

礼
物
を
贈
っ
た
。
こ
の
う
ち
取
次
の
安
威
摂
津

守
は
留
守
だ
っ
た
た
め
、孫
作
に
銭
五
十
疋
が

贈
ら
れ
た
。
一
月
二
十
二
日
、寛
尊
が
年
賀
の

た
め
大
坂
城
に
登
城
し
た
際
は
、孫
作
が
取
次

を
務
め
た
（『
蓮
成
院
記
録
』）。
文
禄
元
年
三
月

二
十
日
、肥
前
名
護
屋
城
の
御
詰
衆
が
定
め
ら

れ
、孫
作
は
杉
原
伯
耆
守
、早
川
源
三
、石
川
仙
、

長
束
藤
三
、別
所
孫
三
郎
、木
下
半
介
、徳
法
軒

道
茂
、白
井
善
五
郎
と
と
も
に
一
番
手
に
属
し

た
（「
高
橋
義
彦
氏
所
蔵
文
書
」）。
慶
長
元
年
四

月
二
十
七
日
、秀
吉
が
伏
見
の
長
宗
我
部
元
親

邸
に
来
臨
し
た
際
、相
伴
衆
伊
達
政
宗
の
配
膳

を
務
め
た
（『
南
路
志
』）。

青
木
市
左
衛
門

　あ
お
き
　

い
ち
ざ
え
も
ん

伊
勢
国
員
弁
郡
北
山
田
の
笹
尾
城
主
青
木
駿

河
守
安
豊
の
長
男
。

天
正
年
中
、信
長
の
侵
攻
に
よ
り
笹
尾
城
が

陥
落
し
、父
が
戦
死
し
た
た
め
、弟
二
人
と
と

も
に
、母
の
岩
田
氏
の
出
身
で
あ
る
桑
名
郡
安

永
村
に
浪
居
し
た
。

大
坂
の
陣
で
籠
城
し
、大
坂
七
組
の
堀
田
図

書
頭
組
に
所
属
。

落
城
後
、北
山
田
村
に
落
ち
延
び
て
郷
士
と

な
っ
た
。

寛
永
十
二
年
、桑
名
の
松
平
定
綱
に
仕
え
た

（「
桑
名
志
」）。

青
木
喜
右
衛
門
盛
俊

　あ
お
き
　

き
え
も
ん
　

も
り
と
し

近
江
国
蒲
生
郡
桐
原
庄
古
川
村
の
住
人
青
木

与
兵
衛
尉
義
員
の
次
男
。
青
木
与
左
衛
門
盛
次

の
弟
。
母
は
、成
田
下
総
守
氏
康
の
娘
の
定
。

父
の
義
員
は
、初
め
京
極
高
次
に
知
行
千
五
百

石
で
仕
え
、慶
長
五
年
の
戦
役
で
は
、中
村
一

栄
に
陣
借
し
て
出
役
し
た
。
慶
長
二
十
年
五
月

六
日
、七
日
、成
田
氏
宗
兄
弟
の
後
見
と
な
り
、

長
男
の
盛
次
を
伴
い
寄
せ
手
と
し
て
大
坂
に
出

陣
し
、自
身
も
首
五
級
を
討
ち
取
っ
た
。
帰
陣

の
後
、古
川
村
に
隠
居
し
た（「
青
木
氏
系
図
」）。

寛
永
九
年
、江
戸
で
山
内
忠
義
に
知
行
三
百
石

で
召
し
出
さ
れ
、馬
廻
を
務
め
た（「
御
侍
中
先
祖

書
系
図
牒
」）。
慶
安
元
年
三
月
二
十
九
日
に
高

知
で
死
去
。
享
年
八
十
二
歳
。
法
名
は
光
寿
院

殿
松
吟
徳
玄
居
士
。

青
木
盛
俊
は
慶
長
四
年
に
誕
生
。初
め
次
郎
、

弁
之
助
を
称
し
た
。

秀
頼
に
出
仕
し
、
小
姓
を
務
め
た
。
知
行

三
千
石
と
い
う
。
落
城
の
兵
火
に
紛
れ
て
京
都

に
逃
れ
、北
野
弁
財
天
の
別
当
光
善
院
に
潜
ん

だ（「
青
木
氏
系
図
」）。

慶
安
四
年
、山
内
忠
義
に
仕
え
、父
の
跡
目

三
百
石
の
う
ち
二
百
五
十
石
を
継
い
だ（「
御
侍

中
先
祖
書
系
図
牒
」）。

万
治
元
年
五
月
九
日
に
高
知
で
病
死
。
享
年

五
十
九
歳
。法
名
は
浄
見
院
殿
清
覚
宗
運
居
士
。

妻
は
志
村
五
郎
助
氏
秀
の
娘
。

八
男
四
女
が
あ
り
、次
男
の
青
木
与
兵
衛
尉

秀
盛
が
家
督
を
継
ぎ
、山
内
忠
豊
に
仕
え
た
。

寛
文
十
一
年
七
月
十
四
日
午
刻
に
死
去
。
享
年

三
十
二
歳（「
青
木
氏
系
図
」）。
子
孫
は
山
内
家

の
家
臣
と
し
て
続
い
た
。
家
紋
は
州
浜
、揚
羽

蝶
、鹿
角（「
御
侍
中
先
祖
書
系
図
牒
」）。

青
木
七
左
衛
門

　あ
お
き
　

し
ち
ざ
え
も
ん

木
村
重
成
組
に
所
属
。

慶
長
十
九
年
十
一
月
二
十
六
日
、今
福
口
に

出
役（「
高
松
内
匠
武
功
」）。「
林
甚
右
衛
門
正
治

書
上
」（「
大
坂
夏
役
戦
功
箚
子
」）に
、青
木
七
左

衛
門
は
渡
辺
内
蔵
助
組
に
所
属
し
、鴫
野
口
合

戦
に
出
役
し
た
と
あ
る
。

慶
長
二
十
年
五
月
六
日
、若
江
表
合
戦
に
出

役
。
平
塚
五
郎
兵
衛
の
指
揮
下
の
右
先
頭
に
属

禁
裏
御
普
請
帳
』）。

慶
長
十
七
年
七
月
五
日
、吉
田
兼
従
と
神
龍

院
梵
舜
が
大
坂
城
に
伺
候
し
た
際
、申
次
を
務

め
た
。
十
月
二
十
二
日
、神
龍
院
梵
舜
が
大
坂

城
に
伺
候
し
て
秀
頼
に
拝
謁
し
た
際
、取
次
を

務
め
た（『
舜
旧
記
』）。

十
二
月
よ
り
大
坂
諸
大
夫
の
一
員
と
し
て
禁

裏
普
請
助
役（『
慶
長
十
六
年
禁
裏
御
普
請
帳
』）。

慶
長
十
九
年
一
月
二
十
三
日
、西
洞
院
時
慶

ら
が
大
坂
城
に
伺
候
し
て
秀
頼
に
拝
謁
し
た

際
、石
川
貞
政
と
と
も
に
取
次
を
務
め
た（「
時

慶
卿
記
」）。
大
坂
に
籠
城
し
、人
数
を
預
か
り
、

度
々
敢
闘
し
た（「
中
川
家
寄
託
諸
士
系
譜
」）。

年
不
詳
五
月
五
日
付
で
、河
内
長
野
の
檜
尾

山
観
心
寺
の
年
預
に
宛
て
て
、「
端
午
の
御
祝

儀
と
し
て
両
種
二
荷
を
進
上
さ
れ
た
の
で
、（
秀

頼
の
）御
前
に
披
露
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、旧

冬
に
御
制
札
を
頂
戴
し
た
件
に
つ
い
て
も
詳
し

く
言
上
し
た
の
で
、ご
安
心
く
だ
さ
い
。
御
先

手
衆
へ
少
々
な
り
と
も
使
僧
を
遣
わ
し
、御
礼

申
上
げ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
今
般
、近
在
や

山
中
へ
放
火
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
ご
安
心
く

だ
さ
い
。
関
東
方
の
乱
暴
が
な
い
よ
う
、お
取

り
計
ら
い
が
肝
要
で
す
」と
い
っ
た
趣
旨
の
書

状
を
送
っ
て
い
る（『
観
心
寺
文
書
』）。
右
の
書

状
は
、内
容
か
ら
慶
長
二
十
年
に
比
定
で
き
よ

う
。慶

長
二
十
年
五
月
七
日
、
黒
門
口
で
戦
死

（「
中
川
家
寄
託
諸
士
系
譜
」）。

な
お「
玄
朔
道
三
配
剤
録
」に
よ
る
と
、慶
長

六
年
八
月
十
二
日
、七
十
歳
の
了
佐
は
、平
生

の
飲
酒
過
多
に
よ
り
眩め

ま
い暈
を
起
こ
し
、曲
直
瀬

玄
朔
に
受
診
し
て
い
る
。
右
よ
り
算
定
す
れ

ば
、天
文
二
年
の
誕
生
で
、慶
長
二
十
年
に
は

八
十
三
歳
の
高
齢
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

〔
注
〕
安
威
三
河
守
勝
宗
は
、天
文
三
年
、家
督

を
継
い
で
安
威
城
主
と
な
っ
た
。
元
亀
二
年
、

中
川
清
秀
の
幕
下
に
帰
属
。
天
正
十
二
年
、高

野
山
に
遁
世
し
て
宗
貞
と
号
し
、同
所
で
病
死
。

妻
は
下
間
玄
蕃
の
娘
。
子
孫
は
豊
後
中
川
家

の
家
臣
と
し
て
続
い
た
（「
中
川
家
寄
託
諸
士
系

譜
」）。

安
威
八
左
衛
門

　あ
い
　

は
ち
ざ
え
も
ん

安
威
摂
津
守
の
子〔
注
〕。
幼
年
よ
り
秀
吉
に

小
姓
と
し
て
出
仕
。
知
行
五
百
石
。

あ
る
時
、秀
吉
に
従
っ
て
屋
敷
内
を
見
回
っ

て
い
る
と
、茶
道
坊
主
が
茶
臼
に
も
た
れ
、涎

よ
だ
れ

を
垂
ら
し
な
が
ら
眠
っ
て
い
た
。
秀
吉
は
自
分

が
喫
す
る
茶
を
粗
末
に
さ
れ
た
こ
と
に
立
腹

し
、八
左
衛
門
に
正
宗
の
刀
を
授
け
て
成
敗
さ

せ
た
。
八
左
衛
門
が
斬
り
付
け
る
と
、坊
主
も

石
臼
も
真
っ
二
つ
に
な
っ
た
。
正
宗
の
刀
は
、

「
玄
翁
正
宗
と
称
す
る
よ
う
に
」と
の
言
葉
を

添
え
て
、そ
の
ま
ま
八
左
衛
門
に
与
え
ら
れ
た

（「
中
川
家
寄
託
諸
士
系
譜
」）。

次
い
で
秀
頼
に
仕
え
、
大
坂
七
組
の
中
島

式
部
少
輔
組
に
所
属
、知
行
千
百
石（『
難
波
戦

記
』）。
あ
る
い
は
人
数
を
預
か
り
、知
行
二
千

石
余（「
中
川
家
寄
託
諸
士
系
譜
」）。

慶
長
十
六
年
三
月
、
秀
頼
の
上
洛
に
供ぐ

ぶ奉

（「
秀
頼
御
上
洛
之
次
第
」）。

慶
長
十
九
年
、大
坂
城
に
籠
り
、城
北
警
固
の

寄
合
衆
の
一
人（「
諸
方
雑
砕
集
」）。
黄き

じ
な
い
さ
し
も
の

撓
指
物

使
番
を
務
め
た
。
年
の
頃
は
四
十
歳
余（『
土
屋

知
貞
私
記
』）。

落
城
後
、岳
父
の
中
川
新
兵
衛（
中
川
清
秀
の

末
弟
）を
頼
っ
て
、豊
後
国
直
入
郡
に
落
ち
延

び
、郷
中
に
隠
れ
忍
ん
だ
。
そ
の
後
、岡
城
下

谷
に
新
宅
を
与
え
ら
れ
、合
力
六
十
石
を
給
せ

ら
れ
た
。
蟄ち

っ
き
ょ居
の
後
、剃
髪
し
て
友
見
と
号
し

た
。
老
年
に
及
び
、秀
吉
か
ら
拝
領
し
た
玄
翁

正
宗
の
刀
を
、中
川
久
盛
に
献
上
し
た
。

正
保
五
年
一
月
十
四
日
に
死
去
。
法
名
は
心

了
院
友
見
。

妻
は
中
川
新
兵
衛
の
次
女
。
池
田
輝
政
の
家

臣
松
本
庄
左
衛
門
と
は
相
婿
。

娘
は
中
川
勘
解
由
景
吉
の
妻（「
中
川
家
寄
託

人物の記述には、その根拠と
なる出典をもれなく明記した
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